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・
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幅
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酒
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労
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二へ
日削

議

。

貞
辛
以
後
長
崎
由
支
那
珂
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

F、
O 

第
六
協

貞
享
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

(
下
)

矢

聖子

O 

前
鴻
の
如
く
点
事
一
一
年
支
那
舶
の
貿
易
傾
は
銀
六
千
賀
目
に
限
定
君
、
れ
た
の
で
ゐ
品
川
川
、
帥
刷
放
は
限
定
さ
れ
仰
な

が
っ
た
。
然
る
に
同
年
長
崎
に
入
港
し
た
舶
教
は
阪
に
七
十
三
般
の
外
積
一
民
般
十
二
一
般
に
及
び
、
其

ω前
年
の
点

亭
元
年
以
前
の
入
港
鋤
欽

t
比
較
し
て
激
増
し
て
を
る
ニ
己
は
著
る
し
〈
目
に
つ
〈
の
で
あ
る
。
二
十
般
代
か
ら

九
十
般
校
正
な
っ
た
。

一
民
鰍
ニ
十
二
般
に
達
し
た
。

次
ぎ
の
四
年
に
は
百
十
五
線

ω外
、
積

長
崎
配
書
仁
一
様
る
立
、
元
職
一
元
年
長
崎
じ
入

翌
三
年
仁
は
入
十
四
般
の
外
、
積
戻
船
十
人
縦
、

こ
れ
は
長
崎
総
事

ω記
事
で
あ
る
が
、

泌
し
た
般
数
は
百
九
十
四
艇
で
、

其
の
中
積
良
舶
は
七
十
艇
で
あ
っ
た
。
一
一
…
酬
…
山
刊
誌
訪
問
一
引
叩
一
ω
一一一れしす恥一説鮒

所
日
鋭
に
、
一
五
崎
元
年
長
崎
に
入
港
し
た
山
舶
に
、
百
八
十
五
番
脱
南
船
、
百
八
十
六
番
山
南
船
出
見
え
て
を

る
か
ら
、
共
山
年
の
入
港
船
舶
は
長
崎
組
事
担
識
の
百
四
十
七
般
に
止
ま
ら
な
か
ワ
た
こ
と
は
明
か
て
あ
る

そ〉

t~ 何
か故
。lこ
白支
石田那
私貿
記易
l二船
C') 

長
崎

入
港
L 
1~ 
数
が

其
の
貿
易
額

ω限
定
さ
れ
た
年
よ
り
俄
か
に
激
増
す
る
に
至

良
事
二
年
乙
丑
に
豆
て
妨
て
出
入
互
市
白
銀
翻
大
千
賀
目
、
阿
胸
陀
人
互
市
自
金
額
五
前
附
に
定
ら
れ
、
元
誠
元
年
比
民
に
出
船
の
額
般
七
十
聾
に

調航-~喜容百九+λ
問よ

泊航ー斑寄百六十六、闘書刊行合本四百十国
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定
ら
る
、
比
頃
者
大
法
白
朕
照
之
天
子
梅
禁
を
尉
恥
れ
し
か
ば
、
府
船
白
車
る
事
ニ
胃
袋
に
及
H
V

し
が
故
也

吉
見
え
、
新
井
白
石
が
一
克
誠
元
年
頃
長
崎
に
来
た
仙
川
敷
が
二
百
般
に
増
加
し
た
ゃ
う
仁
考
へ
て
を
る
の
は
何
の
操

る
ご
司
』
ろ
ゐ
つ
て
の
・
』
ご
か
分
か
ら
ぬ
が

ご
も
か
〈
助

ω増
加
を
清
ゆ
康
賎
帝
が
康
問
一
一
十
三
年
卸
ち
西
暦
一

六
人
問
年
仁
海
禁
を
関
、
河
口
、
沿
海
人
民
の
出
一
昨
貿
易
を
許
し
た
結
川
市
に
蹄
し
て
を
る
。
海
品
情
の
蛍
附
に
お
い
て
も

支
那
人
民
は
日
本
に
来

τ貿
易
す
る
こ
ど
は
許
3
れ
て
ゐ
た
が
、

そ
れ
に

L
て
も
例
外
己
し
て
許
古
れ

τゐ
た
ド

過
ぎ
な
か
っ
に
か
ら
、
一
件
禁
が
闘
が
る
、
一
』
ご
に
な
っ
て
、

日
本
に
来
る
船
舶
凱

ω
増
加
し
た
一
】
ど
は
不
思
議
は
な

ぃ
。
然
し
そ
れ

rり
で
此

ω激
幡
を
説
明
す
る
こ
己
は
果
し
て
袋
一
瞥
で
ゐ
ら
う
か
。

私
は
此
の
激
増
は
支
那
に
お
い
て
海
禁
の
聞
か
れ
た
こ
古

ω外
・
良
事
二
年
に
貿
易
額
が
限
定
さ
れ
た
ζ

正
も

一
の
大
な
る
迎
向
で
な
か
っ
た
か
己
考
へ
る
の
で
あ
る
。
却
も
貿
易
額
が
限
定
志
れ
た
縛
め
、
有
利
な
る
日
本
貿

易
は
白
か
ら
そ
れ
仁
奥
か
る
を
得
る
少
数
者

ω手
に
蹄
し
、
有
利
な
る
日
本
貿
易
は
一
一
層
有
利
己
な
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
支
那
人
を
し
て
競
争
の
勢
ひ
を
な
3
し
め
た
結
果
で
な
い
か
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。

白
石
は
長
崎
に
来
た
支
那
貿
易
舶
の
敷
は
二
百
般
正
な
っ
た
か
ら
、
元
総
一
元
年
に
七
十
般
に
限
定
吉
れ
た
Z
い

っ
て
ゐ
る
に
り
で
ゐ
る
が
、
私
は
貞
享
ニ
年
に
貿
易
額
が
限
定
さ
れ
た
に
拘
は
ら
宇
、
入
港
般
教
は
激
宿
し
た
錦

め
、
積
目
出
を
命
告
ら
る
、
一
般
及
び
貨
物
は
多
く
な

h
、
そ
れ
己
共
に
私
服
却
も
密
貿
易
は
多
〈
な
っ
た
の
で
、
元

蔽
元
年
の
跡
敷
限
定
正
な
っ
た
も
の
芭
考
へ
る
。

i耐

議

貞
卒
以
後
長
崎
由
支
那
武
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ
O
三

第
六
抗



論

最

貞
享
叫
後
長
崎
円
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

八

O
凹

第
六
椀

嘗
時
如
何
に
密
貿
易
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
か
ご
い
ふ
こ
ど
は
、
貞
享
二
年
よ
h
同
四
年
に
か
け
て
、
支
那
加
古

密
貿
易
の
廉
で
、
斬
罪
、
磯
殺
、
鳥
首
‘
追
放
、
流
罪
等
に
蕗
せ
ら
れ
し
も
の
、
“
非
常
に
多
炉
っ
た
事
賞
、
貞
享

二
年
に
は
二
人
的
死
罪
犯
は
特
に
減
刑
さ
れ
、

一
人
は
流
罪
、

}
人
は
追
放
、
貞
享
三
年
に
は
十
四
人
は
斬
罪
・

四
人
は
追
放
、
四
年
六
月
に
は
一
一
人
は
傑
殺
、
六
人
は
泉
首
・
三
人
は
迫
放
、
同
年
八
月
密
貿
易
後
費

L
、
自
殺

し
た
も

ω十
人

ω中
二
人
は
傑
制
、

八
人
は
他

ω三
人

ω生
存
者
正
共
に
烏
首
、

そ
の
他
多
数

ωも
り
は
追
放
に

曲
師
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此

ω
段
松
山
一
密
貿
易
事
件
に
闘
し

τは
、
支
那
臓
の
積
荷
物
は
焼
楽
3
れ
、
般
は
帰
帆
を
命

骨
ら
れ
て
ゐ
る
。
共
の
他
密
貿
易
口
聞
が
輸
出
せ
ら
れ
て
密
貿
易
者
が
逮
捕
せ
ら
れ
な
か
っ
た
や
う
な
こ
正
も
あ
っ

た
。
ま
花
貞
享
二
年
に
支
那
貿
易
般
的
荷
物
践
に
始
め
工
官
封
を
施
し
た
や
う
な
こ
吉
、
一
元
誠
元
年
に
小
潮
戸
に

遠
見
番
所
を
置
き
、
野
母
遠
見
番
所
の
報
知
を
受
け
て
長
崎
に
報
悲
し
め
、
併
せ
て
海
上
を
椀
袋
せ
し
め
た
こ
ご

も
密
貿
易
を
防
「
掛
川
め
に
外
な

ιな
か
っ
穴
。

密
貿
易
の
盛
ん
に
な
っ
た
こ
Z
に
就
い
て
は
、
貿
易
額
が
限
定
さ
れ
た
に
拘
は
ら
争
、
貿
易
舵
数
が
限
定
吉
れ

な
か
っ
た
縛
め
積
戻
跡
、
積
良
貨
物
が
多
く
な
っ
た
勉
め
ば
か
り
で
な
〈
、

円
本
人
も
定
ま
っ
た
貿
易
額
内
だ
り

の
商
自
民
に
て
は
、
掛
り
物
剖
も
税
銀
な
Y
』
は
課
せ
ら
れ
、
費
用
多
〈
利
盆
少
な
か
っ
た
錦
め
、
定
ま
っ
た
貿
易
額

以
外
の
-
密
貿
易
に
て
利
盆
を
攻
め
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
-
』
芭
も
考
へ
な
り
れ
ば
な
ら
ね
。



白
石
な
記
に
定
高
商
貢
の
外
.
銅
代
物
替
商
寅
、
迫
御
定
高
商
貰

ω始
ま
っ
た
後
の
ニ

t
を
記

L
、

班
帥
の
脚
定
り
ぬ
れ
ば
、
定
制
白
外
に
車
れ
る
船
を
ば
柿
民
し
と
一
五
て
宝
易
心
事
を
兎
さ
ず
、
文
樹
の
輸
と
い
へ
井
銀
制
定
あ
れ
ば
、
凡
一
船
に
積

高
し
物
、
北
傾
飢
百
六
十
町

H
計
山
物
交
易
す
る
事
を
ゆ
る
さ
れ
て
、
其
儲
白
物
共
を
ほ
曲
目
荷
物
杯
と
一
再
ひ
け
り

謹
白
凪
波
を
改
U

号
、
車
て
、
千

E

盆
し
て
師
ら
ん
事
、
私
、
名
J

〈
は
貨
物
を
識
せ
車
り
て
利
砂
〈
し
て
崎
ら
ん
市
中
も
共
志
に
あ
ら
ね
ば
、
い
か
に
も
し
て
積
車
る
物
北
由
直
な
ん
事
を
謀

り
、
我
闘
の
も
の
も
制
内
心
物
を
民
き
る
る
に
、
掛
り
物
な

E
云
ム
事
始
て
、
共
費
用
多
〈
利
分
少
〈
、
い
か
に
も
し
て
杭
陣
ら
ん
物
共
官
行
ん
と

ー
陸
、
川
買
、
沖
賀
、
白
け
荷
、

誌
リ

L
程
に
、
年
々
に
私
一
胞
の
事
共
多
?
に
り
、
一
町
一
間
貨
な

E
純
々
の
名
口
あ
り

め

ご
見
え
て
ゐ
る
o
掛
hJ
物
的
始
ま
っ
た
-
』
正
に
就
い
て
は
、
崎
陽
群
置
に

市
法
州
止
保
て
、
哨
し
飢
井
町
中
一
一
一
ケ
一
の
恥
附
叫
(
防
船
出
町
は
共
附
船
山
杭
高
町
一
一
分
の
一
宮
買
収
る
拙
あ
り
」
も
知
之
楳
に
闘
成
、
来
の
晴
朗
叫

斗
に
て
は
、
町
中
の
者
公
役
相
勘
佐
官
申
は
拠
位
、
蹴
世
も
不
描
成
市
中
に
候
、
夫
故
本
行
所
よ
り
中
付
は
錦
之
保
科
井
、
長
崎
町
中
山
者
共
、
甜
闘
れ

耐
入
力
よ
り
花
観
と
名
付
航
て
、
少
づ
っ
祇
之
候
、
赴
は
肝
煎
貨
の
品
で
う
成
義
に
て
畢
覚
向
ひ
物
白
口
鈍
山
道
却
に
て
、
向
斑
由
拙
に
何
方
に
も
有

之
叫
に
航
、
共
上
向
人
よ
り
花
組
長
崎
・
丸
山
L
候
へ
ば
、
先
棋
を
府
人
ま
へ
入
札
直
段
b
込
め
候
て
入
札
仕
倣
故
、
出
人
前
も
高
班
に
不
組
成
時
も

有
之
、
第
一
は
防
相
続
の
た
め
可
絡
事
に

H
、
仲
持
組
収
ら
せ
蓋
世
候
、
鈴
鹿
血
花
組
も
地
下
人
心
佳
に
取
ら
せ
候
て
は
、
大
分
の
識
に
成
帳
、
鈴
る

底
割
年
両
氏
高
六
千
到
目
に
被
相
応
候
旨
以
来
書
被
仰
下
候
、
総
は
布
の
花
卸
ヰ
に
で
も
尚
斑
高
減

L
候
て
は
、
所
白
桐
越
路
成
か
た
〈
帳
、
依
之

右
花
訟
一
ヶ
年
に
問
中
へ
恒
似
飢
両
を
集
品
、
共
削
叫
両
在
大
千
日
目
白
肉
質
物

h
割
に
脇
付
、
其
割
を
以
、
品
々
に
制
円
多
山
ザ
を
定
品
、
此
組
子
を

M
て
地
下
人
配
分

L
帳
慌
に
相
先
的
供
、
川
ん
川
腿
り
拘
銀
の
始
り
に
保
、
此
艇
に
て
地
下
入
拡
世
引
車
り
僻
事
に
供
、
此
引
川
市
宜

L
〈
肱
rチ
制
は
、

一
向
明
不
巾
者
も
有
之
供
品
晶
、
右
之
仕
掛
岬
に
て
は
、
長
崎
一
同
自
制
博
に
成
候
故
由
事
に
供
、

市
法
の
簡
は
貨
物
柑
し
鋭
取
供
者
は
相
'
ん
り
取
之
.

此
義
闘
に
相
究
り
艇
は
、
完
結
元
年
陪
人
屋
敷
出
車
以
後
同
一
ニ
年
に
相
定

吉
見
え
、
そ
れ
は
支
那
人
よ
り
買
入
る
る
元
首
段
を
下
直
仁

L
、
且
つ
市
法
貨
物
商
責
が
止
み
‘
其
の
利
盆
銀
が

論

議

第

揖

貞
享
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
+
士
容

八

O
E

i回航一覧巻百六十向、闘書刊行合本四0--1'.1:
崎陽群訟第二、出世舶は1船阿国む陀帰liRi>証串山より段々己主車耕太時之事

48) 

49) 



論

議

民l

貞
享
叫
後
長
崎
町
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

八

O
穴

第
六
抗

な
〈
な

h
、
叉
貿
易
額
が
六
千
件
貝
目
に
限
定
さ
れ
、

口
健
が
少
な
く
な
っ
て
も
・
長
崎
の
繁
栄
が
維
持
古
る
、
ゃ

う
に
・
共
的
貨
物
を
貿
入
る
る
日
本
商
人
仁
謝
し
て
、
其
の
買
入
直
段
仁
応
じ
て
賦
課
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

其
の
高
率
で
ゐ
っ
た
こ
ご
も
想
像
苫
れ
、
如
何
に
元
直
段
を
直
ぎ
h
、
叉
寅
庇
段
台
高
く
し
た
さ
」
ろ
で
‘

そ
れ

に
は
自
ら
限
h
が
あ
る
わ
け
で
、
到
底
利
益
務
に
甘
ん
む
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
作
こ
さ
は
明
か
で
ゐ
る
。

同

ケ

V

プ
フ
且

W

は
長
崎
に
お
け
る
蛍
時
の
支
那
貿
易
に
就
い
て
、
支
那
人
的
航
路
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
航
路
に
比

L
短
距
蹴
C
ゐ
b
・
又
そ
れ
祝
の
危
険
も
な
く
、
品
引
用
も
そ
れ
科
で
な
い
か
ら
、

日
事
政
府
は
此
的
知
に
顧
み
、

凡
て
支
那
人
の
持
波
貨
物
に
到
し
て
は
・

オ
ラ
ン
d
J

人
の
そ
れ
に
比
し
て
削
る
重
い
枕
を
諒
し
花
、
ム
ハ
制
ご
い
ふ

重
い
枕
を
民
子
の
日
本
商
人
に
一
政
し
花
、

苫
う
し
て
そ
れ
を
支
那
貿
易
の
支
配
に
奥
っ
た
そ
れ

y
¥の
役
人
、
品
品

ぴ
其
の
以
外
の
長
崎
の
住
民
に
分
配
し
た
、
良
子
の
日
本
商
人
は
か
う
い
ふ
重
税
を
納
め
な
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
hv
ら
、
共

ω買
入
れ
貨
物
に
剥
し
て
高
衡
を
提
供
す
る
こ
ご
を
願
は
な
ん
r
っ
た
、

こ
れ
支
那
人
の
利
盆
は
活
か

に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
ご
述
べ
て
を
る
。

金
井
俊
行
氏
の
長
崎
略
史
外
国
民
易
沿
革
志
に
、
貞
享
三
年
時
屑
雌
花
銀
端
物
を
三
割
、
荒
物
雑
柿
を
四
割
に
改

め
、
一
本
政
一
万
年
唐
航
端
物
の
花
銀
を
四
割
に
改
め
.
荒
物
は
貞
享
四
年

ω
制
仁
依
h
五
割

t
L
た
こ
ご
が
見
え
て

ゐ
る
。
私
以
今
金
井
氏
の
枚
健
仁
捌
っ
て
』
れ
や
」
究
明
す
る
こ
ぜ
が
由
来
な
い
こ

Z
を
遺
憾
ご
す
る
が
、
花
銀
は

恐
ら
〈
掛
A

ツ
物
で
な
い
か
。
崎
陽
群
談
に
錬
る
ピ
、
掛
b
物
は
元
職
一
元
年
以
後
三
年
ま
で
の
聞
に
定
ま
っ
た
己

ν
Engelbert Kaempfer. lbid.、01.Ir， p. 256. 
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ふ
こ
ご
で
ゐ
る
か
ら
、
一
苅
誠
元
年
の
花
銀
は
阿
五
割
で
も
、
同
三
年
ま
で
の
間
に
増
加
し
て
、

い
っ
て
ゐ
る
や
う
な
六
割
Z
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
資
永
六
年

ω白
石
山
L

書
に
、
我
闘
の
古
川
人
は
七
割
の
懸

ゲ
ン
プ
フ
忌

b
物
言
て
、
岡
高
図
の
物
の
直
段
百
世
周
回
す
る
物
を
、
百
七
十
賞
日
仁
田
真
ひ

τ、
そ
の
七
十
買
を
以
て
長
崎
の
も
の

3
r
J
考
へ
る
こ
Z
も
無
理
で
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
。
尤
も
支
那
商
人

に
配
分
す
正
い
っ
て
あ
る
こ
ご
を
考
へ
る
ご
、

は
買
手
の
日
本
商
人
か
ら
共
の
負
携
で
あ
っ
た
掛
h
物
を
嶋
嫁
せ
ら
れ
た
外
‘
別
に
白
か
ら
鰍
別
世
銀
、
常
例
銀

雄
一
せ
を
負
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
炉
っ
た
が
ら
、

ケ

Y

プ
フ
ヱ
山
戸
は
北
戸
等
合
合
せ
て
六
割

ω
掛
b
物
£
い
っ
た
の
か

も
知
れ
ぬ
。
白
石
上
書
に
、
即
時
闘
の
人
よ
り
長
崎
の
者
ど
も
に
ゐ
た
ふ
る
首
例
銀

ω
法
は
、
貨
物

ω
賀
高
銀
百
段

円
に
付
て
六
貰
四
百
十
四
匁
五
日
?
を
出
す
な
り
、
般
別
院
銀
の
法
は
、
商
舶
一
般
に
つ
き
一
賞
百
人
十
入
匁
二
分

炉
の
常
例
銀
の
放
は
、
大
ゃ
う
商
船
一
般
の
貨
物
十
五
分
じ
し
て
そ
の
一
つ
に
め
た
る
べ

L
、
こ
れ

仁
置
銀
セ
〈
は
ふ
る
附
は
、
長
崎
の
者
い
と
も
回
虫
閥
的
J

人
よ
ち
取
得
る
ご
こ
ろ
、
異
岡
開
枕
十
五
分
の
一
つ
を
会
に

を
出
し
段
、

貢
す
る
よ
り
は
猶
重
き
赦
吉
見
え

τゐ
る
。

阪
に
貿
易
加
数
が
限
定
さ
る
れ
ば
、
そ
れ
が
限
定
さ
れ
守
、
隣
っ
て
何
般
で
貿
易
の
定
額
に
遣
す
る
か
分
か
ら

同
月
間
ご
は
惑
っ
て
、
白
か
ら
日
本
に
来
る
加
数
も
制
限
古
る
、
や
う
な
放
山
本
4
0
ゐ
る
わ
け
で
、

一
冗
蔽
ニ
年
小
山
入
港

は
阪
に
七
十
般

ω外
.
僅
か
に
九
般
に
止
ま
ち
、
非
門
前
な
減
少
を
一
吊
し
て
ぬ
る
。

愉

議

第
二
十
七
巻

ii 

第
六
枕

A
C
七

貞
牢
以
後
長
崎
白
支
那
足
易
に
就
い
で

ノレ

の

泊航}賀谷百六十Ji、図書刊行曾本三百八十大52) 



論

護

貞
享
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
六
観

支
那
の
貿
易
船
敷
が
七
十
般
に
限
定
さ
れ
た
の
は
一
克
蔽
一
克
年
で
ゐ
る
こ
ご
は
.
長
崎
市
矛
書
留
に

元
職
完
成
長
λ
月
削
馳
被
仰
付
供
、

一
唐
人
商
民
金
高
+
高
耐

。

和

船

二

十

般

一
市
京
王
般

一
耐
州
六
拠

。

夏

胎

ニ

十

般

一
南
京
=
一
般

一

洋

州

三

般

一
時
問
山
一
般

一
耐
州
凹
般

。

秋

船

二

十

般

ご
由
京

般

-
高
州

般

一
山
陣
取
回
担

告

十

じ

般

M
 

Z
見
え
て
を
る
に
て
明
か
で
あ
る
。
白
石
私
記
に
も

一

串

波

七

般

一
良
川
同
般

一
頃
瑠
肥
ニ
般

一

民

門

斎

服

一
成
東
ニ
故

一

車

祉

三

般

一
一
一
刷
州
三
般

JU 

第
二
十
七
巻

A
O
A
 

二
昔
陀
山
ユ
般

一

事

政

四

位

一
山
県
柏
築
一
般

プ〈

胡1

般

]
温
縮
ニ
般

半

波

般

般

一
期
州
ニ
般

z
H享
二
年
乙
丑
よ
り
出
船
交
易
の
成
制
銀
六
千
賀
日
と
定
め
ら
れ
、
一
耳
雄
元
年
戊
民
に
車
て
庶
舶
白
哉
額
七
十
聾
に
定
め
ら
る

出

Z
見
え
て
ゐ
る
。
長
崎
覚
書
に

ε見
え
、
長
崎
搭
草
じ

元
肱
二
年
よ
り
七
十
般
に
御
定
あ
リ
E
、
春
二
十
般
、
夏
一
十
般
と
命
ぜ
ら
る

古

調航一覧巷百五十九、倒書刊行合本三百十λ頁

趣航一寛容百六十六

組腕一覧巻百九十八、長崎組事入港船It割詑
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元
融
元
年
百
十
七
随
、
同
二
年
ヒ
十
般
を
限
り
と
し
て
御
定

b
'と
な
る
@
同
十
五
年
ま
で
ヒ
十
般
に
越
ゆ
れ
ば
積
民
し
と
な
る
(
元
禄
元
年
由
百
十

七
般
は
賞
際
内
入
描
抽
魁
て
な
(
、
百
十
七
般
を
限
り
と
し
た
意
味
か
)

ぜ
見
え
て
ゐ
る
の
は
岡
よ
り
謀
h
で
あ
る
。

一
冗
誠
一
冗
年
に
歳
額
七
十
般
Z
限
定
吉
れ

τも
、
そ
れ
が
賀
行
せ
ら
る
、
に
は
翌
年
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
は
宇

で
、
一
冗
蔽
二
年
の
入
泌
船
敏
が
七
十
般
を
越
ゆ
る
こ
ご
九
般
に
止
ま
h
、
七
十
艇
の
外
は
凡
て
積
戻
を
命
告
ら
れ

h

h

t

い
ふ
ニ
ピ
は
、
元
総
一
苅
年
の
歳
額
限
定
は
元
秘
二
年
に
歪
っ
て
効
果
を
見
は
し
た
も
の
で
あ
る
。

凶
長
崎
虫
眼
鏡
に

hl辛
到
戊
民
匹
、
故
す
る
に
九
刈
時
秋
5
ね
よ
り
府
人
船
脚
じ
十
そ
う
仰
付
ら
れ
、
向
買
致
4

き
む
ね
お
ほ
せ
わ
た
さ
る
、

日
元
J

仰
と
改
ζ
J

元
総
ニ
己
巳
白

K
L、
春
船
ニ
十
般
、
夏
船
三
十
そ
う
、

4
船
二
十
そ
う
、
告
七
十
そ
う
ふ
ん
商
買
仰
付
ら
れ
、
あ
ま
り
舟
は
つ
み
も

E
す

ピ
見
え
、
元
誠
元
年
秋
納
よ
り
唐
人
航
数
七
十
般
仰
付
ら
る
、
ご
の
意
味
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
一
冗
鵡
一
冗
年
春
船

夏
舶
は
過
去
の
こ
ど
で
限
定

ω
限
h
で
な
い
が
・
秋
紺
か
ら
森
般
二
十
娘
、
夏
舶
=
一
十
艇
、
秋
般
二
十
艇
の
割
合

で
、
郎
ち
二
十
般
的
商
川
氏
を
仰
付
り
ら
れ
た
ご
い
ふ
意
味
か
も
知
れ
ぬ
。
元
藤
元
年
に
は
歳
額
七
十
般
の
法
令
は

一
部
分
し
か
行
は
れ
十
、
そ
れ
が
完
全
に
行
は
れ
た
の
は
元
職
二
年
か
ら
で
ゐ
る
古
い
ふ
意
味
か
も
知
れ
ぬ
。
長

崎
組
事

ω元
旅
一
克
年
入
沖
仙
川
敷
七
十
娘
、
議
民
般
七
十
七
般
ご
い
ふ
記
事
は
ど
う
も
信
品
せ
ら
れ
向
。

t指

叢

弾
二
十
七
巻

七

都
プt
鵠

λ
0丸

貞
卒
以
後
長
崎
0
・
支
那
貿
易
に
就
い

τ

描航一斑巷百五十八、図書刊行合本三百四賀56) 



諭

議

此
伊
六
観

入

貞
享
叫
後
長
崎
町
支
那
貿
易
に
就
い
て

体
ニ
十
七
巻

A 

O 

支
那
貿
易
の
入
港
舵
欽
が
限
定
さ
れ
し
一
克
誠
一
冗
年
卸
も
西
暦
一
六
人
入
年
に
お
い
て
起
っ
た
も
う
一
つ
の
重
大

な
る
事
件
は
、
ぞ
れ
ま
で
長
崎
市
中
の
宿
町
町
屋
仁
一
散
併
す
ゐ
こ
ご
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
支
那
人
が
、
十
善
寺
村
御

鎖
国
の
地
に
設
け
ら
れ
た
唐
人
雇
撤
の
園
内
に
居
住
を
限
定
3
る
、
に
歪
っ
た
司
、
さ
で
あ
る
。

オ
ラ
Y
ダ

λ
は
寛

永
十
八
年
印
も
西
暦
一
六
四
一
年
卒
戸
よ
り
長
崎
に
移
嶋
を
命
品
ぜ
ら
れ
し
時
炉
ら
、
阪
に
出
品
の
南
畿
館
跡
に
居

佐
を
限
定
吉
れ
し
に
拘
は
ら
宇
、
支
那
人
は
府
町
町
屈
に
散
宿
寸
る
こ
Z
を
許
さ
れ
、
逗
附
同
中
長
崎
市
中
を
自
由

仁
俳
御
す
る
噌
』
ご
も
で
き
、
論
弾
ゆ
る
や
か
に
大
や
う
に
も
て
な
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
此
の
時
か
ら
そ
れ
が
で

3
 

凶

V
1
ボ
ル
ド
の
言
た
伯
b
て
い
へ
ば
、

き
な
〈
な
っ
た

ωで
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
問
機
国
立
牢
獄
に
鎗
居
せ
し
め

ち
る
、
こ
吉
正
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

古
う
し
て
殆
ん
♂
オ
?
y
d
F
人
記
同
時
四
の
惨
め
な
窮
胤
な
地
位
仁
立
つ
-
』
古

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

支
那
人
が
唐
人
屋
敷
の
園
内
に
居
住
を
限
定
古
る
、
こ
ご
に
な
っ
た
こ
ご
に
就
い
て
は
、
彼
等
の
町
尾
散
宿
を

許
す
こ
ご
に
は
祁
々

ω弊
害
が
あ
り
、
彼
等
は
頗
る
不
作
法
に
し
て
、
屡
I
稿
嘩
口
論
を
な
し
、
戒
は
町
家
的
妻

娘
ご
私
過
し
て
風
紀
を
索
し
た
こ

Z
が
主
要
な
原
因
で
ゐ
る
如
〈
考
へ
る
設
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
さ
う
で
は
な

い
ゃ
う
で
め
る
。

私
は
手
フ
で
は
な
〈
、
耶
蘇
敢
闘
も
邪
宗
門
閥
係

ω書
締
密
聡
入
の
懸
念
ゃ
、
密
貿
易
の
懸
念
や
ら
が
寧
ろ
主

要
な
原
因
で
あ
っ
た
ご
考
へ
る
。

久松i也究副;泊航ー阻径二百三、長崎本n闘方問、資本七年幽月別所措雌司、
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元
鵡
一
克
年
印
も
西
暦
一
六
人
人
年
は
、
支
那
の
康
鴎
二
十
七
年
で
、
海
禁
の
開
か
れ
た
直
後
で
ゐ
h
、
且
つ
天

主
殺
の
禁
が
頗
る
寛
が
に
ほ
っ
た
時
モ
あ
る
。
康
鴎
入
年
の
天
主
教
厳
禁

ω法
令
は
撒
同
せ
ら
れ
た
わ
け
で
な
い

が
、
康
尉
帝
の
天
主
教
宣
教
師
ヌ
ェ

p
r
1
1
ト
(
〈
号
『
宮
内
)
等
に
謝
す
る
伺
人
的
の
親
信
優
過
は
・
地
方
替
撫

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
天
主
教
厳
禁
の
法
令
を
属
行
が
で
き
な
い
の
み
が
、
宣
教
師
会
優
峰
接
待
し
な
げ
れ
ば
な
ら

品
や
う
な
司
」
正
に
な
り
、

正
教
奉
褒
に
縁
る
言
、
康
昭
二
十
六
年
濃
部
は
上
識
に
依
り
、
山
東
河
南
等
の
巡
撫
に

移
杏
L
、
各
省

ω祁
数
禁
止
依
例
中
、
天
主
殺
を
白
蓮
放
同
様
の
邪
殺
さ
す
る
文
字
ゐ
れ
ば
ゆ
】
れ
を
捌
除
す
ア
3

こ
ご
を
照
曾
す
る
に
至
っ
た
。

γ'

ュス
1
F
r
(ロ
ロ
国
弘
仏
内
)
の
支
那
地
誌
に
操
る
と
、

ア
ェ
ル
ピ

1
ス
ト
は
世
田

時
大
官
の
著
書
に
耶
蘇
殺
を
邪
滋
に
数
へ
た
文
・
1
4
が
ゐ
る
の
を
畿
見
し
、
塾
教
に
侮
辱
を
加
へ
た
も
の
さ
な
L
.

康
剛
附
常
に
奏
請
し
た
結
巣
、
爾
来
耶
蘇
殺
を
邪
敬
ピ
稀
す
る
噂
』
ご
を
禁
守
る
上
品
酬
が
愛
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
Z
い

ふ
こ
ど
で
ゐ
る
。
康
限
ニ
十
六
年
は
有
名
な
フ
ラ
ン
旦
の
宣
教
師
グ
戸
ピ
リ
ヨ
ン
、

プ
ー
グ
ェ

1
、
フ
ォ
ン
夕
、
不

-
等
の
支
那
仁
着
し
、

η
ノ
ヒ
ト
ホ

1
へ
ン
は
フ
ラ
ン
ユ
の
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
曾
宜
致
師
の
事
術
的
支
那
研
究
の
時
期

が
閲
か
れ
た
ど
い
つ

τゐ
る
年
で
あ
る
o

か
う
い
ふ
支
那
の
扶
態
が
長
崎
貿
易
に
影
響
し
、
邪
宗
門
の
禁
書
密
輸

入
Z
な
っ
た
の
で
あ
る
。

耐
町
陽
群
談
に
、

貞
享

ω
末
肱
人
共
凪
詑
書
に
岡
市
謹
よ
り
邪
事
門
白
借
本
山
崩
へ
差
渡
L
、
本
尉
に
で
も
邪
宗
門
の
者
少
々
出
端
り
怯
向
有
之
幌
、
其
頃
陪
船
よ
り
持

論

議

九

貞
享
以
後
長
崎
の
支
部
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

第
六
都

λ. 
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論

議

貞
字
削
後
長
崎
の
支
那
珂
晶
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

第
プミ
班

J、

。

能
り
候
書
籍
山
内
に
も
邪
宗
門
の
事
相
就
候
書
物
少
々
持
波
り
快
事
宿
之
候
.
此
等

ω儀
に
μ
円
、
元
帥
元
年
川
口
源
左
帽
門
、
山
川
十
兵
輔
在
勤
之

陥
老
中
よ
り
柳
下
知
有
之
.
出
入
品
敷
埠
町
山
車
、
型
年
正
月
よ
り
山
人
入
世
候
事

吉
見
え
‘
支
那
人
が
成
人
目
座
敷
山
り
圏
内
に
賠
住
を
限
定
さ
れ
し
こ
ご
は
、
明
か
に
邪
宗
門
の
桂
川
書
密
輸
入
に
開
係

が
ゐ
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

ω

町

長
崎
志
、
長
崎
武
銀
大
成
仁
昔
物
役
向
井
元
肱
が
貞
一
一
日
干
二
年
小
川
町
宿

ω支
那
加
持
渡
の
山
刊
誌
有
詮
正
い
ふ
末
日

に
、
天
主
敢
に
闘
す
る
祭
制
の
文
ゐ
る
}
』

z
b』
様
見
し
、
其

ω書
は
焼
楽
さ
れ
、

一
加
の
貨
物
は
税
反
'f
命
ゆ
一
ら

れ
、
向
井
一
元
成
は
仰
表
尖
ピ
し

τ御
切
米
三
十
俵

二
人
扶
持
を
給
賜
苫
れ
し
こ
己
が
見
え
て
ゐ
る
。
嘗
時
如
何

仁
幕
府
が
耶
蘇
激
仁
闘
す
る
書
維
の
輸
入
を
重
大
事
件
酬
し
に
か
は
分
か
る
。
貞
亭
四
年
二
十
一
議
舶
の
持
拡
り

た
る
天
経
或
間
後
集
を
塗
抹
し
・
岡
三
年
十
一
一
番
.

通
航
一
覧
に
見
え

τぬ
る
。
貞
享
四
年
十
二
月
長
崎
奉
行

ω
論
庶
船
詩
人
ご
い
ふ
詠
告
文
に

十
五
番
舶
の
持
波
h
た
る
頑
建
通
志
を
焼
来
し
た
る
こ
苫
は

一
耶
蘇
邪
徒
.
叫
邦
語
探
茸
故
、
共
駕
舶
川
端
者
、
先
年
掻
山
官
制
裁
、
日
刊
純
白
何
嫡
惜
品
目
船
波
海
之
卒
、
印
停
且
之
、
自
今
以
棋
出
船
担
載
位
従

車
、
則
越
斬
其
身
、
而
同
船
者
亦
叫
怯
叫
師
、
但
縦
雌
同
船
者
.
世
而
不
医
、
則
赦
之
可
変
質
事

一
耶
蘇
邪
徒
之
葺
札
、
井
崎
寄
之
物
、
品
川
政
樹
車
於
日
司
令
、
則
必
矧
訣
之
、
若
一
伺
追
加
向
車
者
、
法
可
告
訴
語
、
耐
有
駈
而
不
言
者
、
其
却
問
其
怯

事、
一
日
仏
革
賄
密
説
明
蘇
之
佐
子
船
底
岡
高
.
則
越
可
告
之
、
保
則
自
伯
非
告
、

H
賜
可
恰
於
彼
訴
助
事
、

右
所
定
三
章
如
比
、
陪
船
諸
尚
非
比
百
宜
承
知
、
品
釦
越
失

調航一覧舎百九十九

詞よ
伺「
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ご
見
え
、
元
秘
二
年
七
月
唐
人
屋
敷
二
の
門
に
制
札
ご
し

τ掲
げ
ら
れ
し
こ
己
は
出
品
数
類
典
に
見
え
て
ゐ
る
o

ゲ
ジ
プ
ア
ザ
一
戸
、
は
或
る
時
期
間
支
那
人
の
日
本
に
お
い
て
享
有
し
た
自
由
は
除
り
に
大
き
〈
.
そ
れ
が
麗
誕
百

れ
宇
に
永
離
し
ゃ
う
は
す
は
な
く
、
惑
か
に
そ
の
蹴
未
婚
に
悲
し
た
、

日
本
人
は

H
本
か
ら
永
劫
拍
車
放
苫
れ
た
不

供
時
持
天
の
怨
敵
た
る
ジ
ェ
旦
イ
ッ
ト
数
胤
郎
も
切
支
丹
宗
門
の
徒
が
、
支
那
に
君
臨
せ
る
現
出
回
朝
の
宮
中
に
お
い

て
優
遇
3
れ、

そ
の
慶
大
な
る
全
領
土
に
瓦
h
t
紳
の
踊
一
一
官
全
設
き
B

ご
れ
を
弘
布
す
る
自
由
を
詐
3
れ
た
こ
ご

を
聞
知
し
た
、
品
仙
の
滋
凶
の
伴
天
連
等
M
Y

支
那
に
お
い
て
支
那
語
で
印
行
す
る
司
』
ピ
を
得
た
若
干
の
天
主
恥
棋
の
書

は
仰
の
支
那
書
籍
仁
混
じ
て
日
本
に
持
視
さ
れ
秘
織
に
販
寅
さ
れ
、

日
本
人
を
し
て
非
常
な
困
雄

t
数
千
の
人
命

の
損
失
言
に
よ
ち
辛
う
じ
て
議
滅
す
る
を
得
た
耶
蘇
数
の
再
び
日
本
に
復
興
す
る
に
至
ら
ん
-
』
ご
を
疑
快
せ
し
む

る
に
至
っ
た
・
此
等
の
寄
を
職
人
し
た
る
支
那
市
岡
人
も
嫌
疑
の
眼
を
以
て
見
ら
れ
、
そ
れ
は
天
主
品
劇
的
資
際
の
蹄

依
者
ご
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
ま
で
も
、
少
〈
も
天
主
教
に
好
意
を
寄
せ
て
ゐ
る
も
り
ご
考
へ
ら
れ
た
、
此
等
の
郁

々
の
理
由
は
猫
疑
心

ω甚
だ
深
い
此

ω閥
民
に
有
力
に
働
か
な
い
は
中
は
な
い
hr
ら
、
途
に
支
那
人
の
・
』
れ
ま
で

享
有
せ
し
印
刷
汎
な
る
自
由
を
頗
る
狭
V
範
囲
に
裁
械
し
・
貿
易
、
及
び
生
活
蹴
態
雨
つ
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
同
様

の
基
備
に
置
か
ん
ご
す
る
議
は
幕
府
に
提
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
己
逃
べ
て
、
支
那
人
の
唐
人
日
用
敷
居
住
限
定
を
以

て
耶
蘇
教
関
係
書
籍
ゆ
密
輸
入
取
締
り
に
蹄
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

v
l
J古
川
ド
も
支
那
人
の
唐
人
屋
敷
に
居
住
を
限
定
せ
ら
れ

L
こ
Z
を
述
て
此
の
後
を
那
ジ
ヤ
ン
ク
般
も
オ

論

難

第
二
十
七
巻

F、

第
六
披

良
平
以
後
長
崎
中
支
那
封
易
に
就
い
て

Engelbert Kaempfer. Ibid. vol. 11. pp. 250， 25J. 
Fr. von Siebold. 1h】d.vol. 11. S. 186 
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言骨

議

第
六
雄

山
凡
草
以
後
長
崎
四
支
那
貿
易
に
就
い
て

拍
車
二
十
七
巻

J、
岡

フ

Y

グ
鋤
同
様

厳
重
な
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ね
喧
】
己
、
な
り
、
そ
の
持
波
書
籍
及
び
記
録
制
問
の
ご
己
主

も
長
崎
に
お
い
て
特
設
苫
れ
た
る
書
物
改
役
仁
よ
っ
て
検
閲
さ
る
、
こ
=
、
な
っ
た
、

日
本
に
お
い

τ営
時
耶
蘇

放
の
大
保
護
者
た
る
康
服
帝
の
北
京
の
宮
廷
に
は
耶
蘇
数
宣
致
師
が
ゐ
て
布
教
の
目
的
を
以
て
波
文
の
書
物
を
書

い
て
・
ど
る
こ
ピ
が
よ
く
分
か
っ
て
ゐ
た
古
記
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
に
も
う
一
つ
の
理
由
は
密
貿
易
の
取
締
り
で
、
阪
に
同
年
中
入
港
航
放
の
限
定
き
れ
た
の
も
、

そ
の
た
め

で
ゐ
つ
わ
ル
や
う
に
者
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ち

|
l同
じ
年
じ
起
っ
た
支
那
人
の
唐
人
犀
敷
居
住
限
定
己
い
ふ
や

う
な
重
大
な
事
件
が
ヨ
」
れ
に
関
係
が
な
か
っ
た
芭
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

V
1
r
y
ド
は
支
那
人
の
唐
人
屋
敷
内
居
住
限
定
は
耶
蘇
教
の
禁
書
密
輸
入
じ
関
係
ゐ
る
こ
ご
を
述
べ
牝
後
、

今
や
ま
た
一
一
府
注
意
深
き
眼
は
密
貿
易
の
土
に
向
り
ら
る
、
こ
ピ
、
な
っ
た
ご
い
っ
て
を
る
が
、
支
那
人
は
唐
人

屋
敷
内
に
居
住
を
限
定
さ
れ
た
後
始
め
て
密
貿
易
に
注
意
深
き
限
が
向
け
ら
る
h
-
』
ぜ
に
な
っ
た
わ
り
で
は
ゐ
る

ま
い
。
幕
府
が
注
意
深
き
眼
を
密
貿
易
に
向
り
る
こ
ぜ
が
で
き
る
や
う
に
、
支
那
人
を
唐
人
屋
敷
内
に
居
住
せ
し

U
る
-
』
己
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四

資
永
七
年
「
唐
人
宿
定
井
逗
留
中
次
第
」
仁
闘
し
、
長
崎
奉
行
別
所
搭
麿
守
、
久
松
忠
弐
郎
的
幕
府
mu
尋
問
に

同答
へ
た
る
書
に
。

掴航一覧径二百三、困者刊行合本三百三頁、三百四頁65) 



借
入
極
宿
.
古
曜
の
如
〈
長
崎
町
中
可
被
差
置
旨
、
奉
神
其
窟
候
得
共
、
此
段
不
可
執
事
存
候
、
以
前
自
唐
人
も
日
本
人
も
ま
れ

1
1に
参
る
も

の
多

t
御
座
候
に
付
、
諸
事
賞
品
枠
に
相
慢
、
共
上
存
分
に
金
韻
を
も
設
け
候
故
、
さ
し
て
話
事
も
た
〈
み
平
市
供
、
只
A
z
之
康
人
は
、
毎
年
同
躍
に

傘
候
者
相
定
リ
保
持
砕
に
制
品
供
、
依
之
事
の
外
日
本
功
者
に
間
成
、

A

F

h

も
伺
候
停
は
、
悪
事
計
た

C
み
申
快
偶
に
御
座
候
、
共
上
長
崎
白
者
井
、

古
車
は
諸
事
削
減
に
柳
座
植
て
、
人
々
身
誼
〈
布
之
に
付
き
し
て
悪
事
を
た
〈
み
中
者
も
稀
に
御
臨
候
晶
、
証
平
日
究
第
に
困
窮
い
た
し
、
一
口

口
へ
も
無
之
も
の
蛇
多
御
座
候
、
依
之
混
入
多
{
制
座
艇
に
付
、
如
両
様
之
出
叫
談
を
仕
、
詩
人
之
難
儀
に
成
融
儀
仕
出
し
可
中
市
帯
決
定
仕
候
、
井
上

唐
人
事
之
外
無
刊
法
成
る
も
白
に
て
榊
匝
候
故
、
人
之
出
卦
叫
正
樹
泊
い
た

L
・
削
方
も
そ
れ
に
付
程
々
之
悪
事
も
柳
座
帳
嫌
に

A
武
候
.
市
々

M
放
宿

に
話
器
艇
能
不
可
品
川
半
存
悼
、
只
今
岡
之
内
に
義
位
、
一
一
爪
之
門
市
之
候
而
帯
人
刑
政
致
候
河
合
一
へ
、
種
々
之
叩
古
事
を
日
本
人
と
和
迦
申
帳
、
結
虚

町
民
に
差
置
候
而
布
、
醐
且
話
事
官
踏
切
可
申
白
悲
存
供
事

の
文
が
見
え
、
「
前
方
も
支
那
人
は
事
之
外
無
作
法
に
て
、

人
之
者
娘
正
樹
団
地
す
る
や
う
な
思
事
b
日
開
々
ゐ
っ
た
」

ご
の
文
句
は
、
支
那
人
の
無
作
法
に
し
て
町
家
の
妻
娘
ご
密
通
し
た
や
戸
フ
な
一
」
ご
も
、
支
那
人
の
唐
人
屋
敷
内
局

佳
限
定
に
会
〈
闘
係
が
な
か
っ
た
も
の
で
な
い
こ
ピ
を
示
す
も
の
、
ゃ
う
で
あ
る
o

然
し
私
は
前
に
も
述
べ

L
如

〈
、
そ
れ
は
主
要
の
理
由
で
な
〈
、
若

L
嘗
時
耶
蘇
滋
闘
係
の
禁
書
的
密
輸
入
せ
ち
る
、
懸
念
も
な
〈
、
又
密
貿

易
の
田
制
念
も
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

ぞ
れ
に
り
で
は
支
那
人
は
唐
人
屋
敷
内
に
居
住
を
限
定
せ
ら
る
、
こ
正
に
な
ら

な
か
っ
た
か
ど
考
へ
る
。

資
永
七
年
郎
ち
西
暦
一
七
一

O
年
ご
正
徳
三
年
郎
ち
西
暦
一
七
二
ニ
年
り
繭
度
、
支
那
人
を
唐
人
尾
敷
内
よ
b

解
放
し
て
、
古
来
の
如

f
町
宿
に
散
宿
を
許
さ
ん
ご
す
る
議
が
提
せ
ら
れ
た
こ

t
が
ゐ
る
が
、
者
し
支
那
人
の
唐

人
屋
敷
居
住
限
定
が
邪
宗
門
禁
書
密
総
入
及
び
密
貿
易
の
懸
命
に
基
づ
い
た
も
の
ざ
す
れ
ば
、
嘗
附
是
の
懸
念
が

論

哉

貞
亭
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ 

五

第
六
部



論

披

貞
享
以
後
長
崎
町
支
那
珂
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ
一
六

部
プミ
郵

四

な
く
な
っ
た
わ
け
で
な
い
の
仁
、
何
故
仁
そ
ん
な
議
が
提
せ
ら
れ
、
相
嘗
に
問
題
ピ
な
っ
た
の
か
、
辻
棲
が
合
は

な
い
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
常
時
そ
れ
に
掛
寸
ゐ
反
掛
論
が
ゐ
っ
て
行
は
れ
な
か
っ
に
の
で
あ
る
が
、
共
の
反
掛

の
理
由
は
「
長
崎
町
の
者
共
近
年
は
次
第
に
困
惜
別
し
、
感
人
多
(
な
h'
た
る
故
‘
支
那
人
ご
如
何
様

ω密
談
を
匁
し
、

詩
人
り
難
儀
正
な
る
こ
ご
を
仕
出
か
百
ん
こ
ご
必
定
で
ゐ
る
」
ピ
炉
、
「
唐
人
も
事
の
外
無
作
法
に
て
人
的
安
娘
Z

密
通
す
る
や
う
な
忠

4
4ぞ
な
す
も
り
ゐ
り

労
E
町
宿
に
差
置
く
こ
さ
然
る
ぺ
か
ら
宇
」
正
炉
、
「
先
日
的
庇
人
吉
今

り
唐
人
ご
は
各
別
の
謹
ひ
な
れ
ば
.

只
今
方
税
仁
ゆ
る
か
せ
仁
す
れ
ば
‘

北
日
夜
仁
恕
一
4
は
出
来
る
」
ど
炉
、

「
長
崎

地
下
人
之
法
式
も
、

ご
く
Z
極
ら
さ
る
内
に
、
唐
入
国
よ
h
出

L
、
町
宿
仁
差
置
く
こ
ご
、
な
ち
て
は
狽
か
は
し

き
儀
も
向
来
・
只
A
1
左
様
に
な
れ
ば
後
ま
で
内
宵
は
し
さ
な
る
」
芭
か
い
ふ
に
ゐ
っ
て
、
邪
宗
門
禁
沓
輸
入
の
危

除
が
未
.
た
去
ら
な
い
ご
か
、
密
貿
易
の
廃
れ
が
衝
は
止
ま
な
い
ご
か
ご
い
ふ
理
由
は
何
故
に
高
制
せ
ら
れ
な
か
円

た
か
、
疑
へ
ば
疑
は
る
、
の
で
あ
る
。

然
し
そ
れ
だ
か
ら
古
い
っ
て
、
支
那
人
の
無
作
法
に
し
て
町
家
の
妻
娘
ご
私
遇
す
る
や
う
な
こ
ご
の
矯
め
に
、

支
那
人
は
唐
人
屋
敷
内
に
居
住
を
限
定
き
る
、
こ
ご
仁
な
っ
た
Z
考
へ
る
e

』
ご
も
で
き
な
い
。
支
那
人
の
き
う
い
w

ふ
無
作
法
不
品
行
は
蛍
附
盆
E
甚
に
し
〈
な
っ
た
や
う
に
レ
は
る
、
の
に
、
却
っ
て
古
来
の
如
〈
扇
町
町
家
に
散

荷
せ
し
む
る
議
が
推
せ
ら
る
、
ご
い
ふ
こ
ご
も
一
一
盾
解
し
難
い
わ
け
で
あ
る
。
私
は
'
ぞ
れ
に
も
拘
は
ら
す
き
う
い
1

ふ
議
が
提
せ
ら
れ
た
の
は
、
き
う
い
ふ
支
那
人
の
無
作
法
不
品
行
も
、
彼
等
の
町
宿
散
宿
に
依
っ
て
事
ま
晶
、
「
長



崎
地
下
り
潤
ひ
」

に
は
換
へ
難
〈
考
へ
ら
れ
た
こ
ピ
を
諮
問
す
る
も
の
で
な
い
か
ご
考
へ
る
o
貿
水
、
正
徳
の
常
時

古
う
考
へ
も
れ
た

ωに、
一克誠

ω官
時
に
お
い
て
ど
う
し
て
さ
う
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
ご
い
へ
ゃ
う
。

茸

府
入
院
敷
は
元
疎
元
年
九
月
柏
崎
工
、
翌
年
四
月
竣
工

L
た
ご
い
ふ
唱

τ乙
で
あ
る
。

〉ω
 

什
ノ
ン
プ
ブ
ェ

W

は
唐
人
屋
敷

は
一
冗
長
崎
の
代
官
末
次
平
成
の
花
園

t
あ
っ
た
が
、
此
彪
に
支
那
人
を
牧
容
す
る
泊
め
幾
械
か
の
棟
割
長
屋
の
や

う
な
小
さ
な
家
が
姥
て
ら
れ
‘

そ
の
周
間
以
域
.
矢
来
、
竪
問
な
二
重
門
等
で
繰
ら
き
れ
た
、
凡
て
此
等
り
工
事

は
非
前
に
駿
議
仁
行
は
れ
、

(
四
幅
四
一
六
へ
八
年
)
二
月
J

倒
的
に
車
問
胞
な
花
闘
で
ゐ
っ
た
の
に
、

慨
に
五
月
末
に
は

堅
固
な
牢
獄
の
や
う
な
お
ぞ
ろ
し
い
搬
を
呈
す
る
に
至
っ
た
・
支
那
人
は
此
成
に
牧
容
さ
れ
、
毎
年
家
賃
(
日
早
)

ご
し
じ
十
六
町
目
を
抑
は
広
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
支
那
人
は
長
崎
に
来
れ
ば
必
守
此
雌
に
居
住
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た

き
う
し
て
巌
重
に
盤
崩
さ
れ
、
何
も
か
に
も
オ
ラ
y

ダ
人
が
出
島
に
お
い
て
受
け
た
接
過
よ
ち

一
一
府
悪
く
は
な
(
ど
も
、
同
じ
ゃ
う
「
思
い
接
過
に
甘
ん

b
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ど
記
し
て
ゐ
る
が
、
い
さ
フ

も
』是正
由.? lil産
貨な
鍬記
大町事
成で
に t主
な

や
フ
で
あ
る

正
一
昨
一
正
午
十
甚
寺
御
酬
明
削
を
以
、
出
入
被
布
世
山
K
て、

h
H
よ
り
地
市
北
H
前
等
刊
掛
り
、
翌

U
年
四
月
岐
就
ず
、
此
人
目
叫
六
百
三
十
四
百
四

四
四
十
日
時
、
此
内
凶
百

H
日
比
士
山
附
幼
榊
引
替
、
高
本
仏
友
釦
門
股
上
リ
前
厄
之
、
巳
年
よ
り
百
年
記
事
ヶ
年
出
入
が
般
家
賃
銀
を
以
上
納
い

E市

議

子記

第
二
十
七
巷

第
六
凱

貞
享
以
後
長
崎
山
支
那
見
易
に
就
い
て

入

七

Engelbert Kaempfer， Ibid， 1，'0/. 11. p 巧3一
週航一覧巻二百三、闘書刊行合本三~i--t:~ 
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諭

議

J、
-
J、

第
穴
騨

貞
享
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

た
し
皆
演
す
、
同
二
巴
年
岡
正
月
よ
り
庇
入
園
に
入

ご
い
っ
て
ゐ
る
が
、

-
』
れ
は
箪
ろ
信
中
べ
き
で
あ
る
。

支
那
で
唐
人
屋
敷
の
こ
ご
を
土
問
せ
い
っ
て
ゐ
た
こ
己
は
、
難
正
株
批
論
回
目
淑
江
一
恥
建
等
の
督
撫
の
上
奏
に
見

え
て
ゐ
る
。
庶
人
屋
敷
は
唐
傭
己
も
稀
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
支
那
商
人
は
日
本
人
の
唐
館
ピ
い
ふ
の
を
聞
い

τ、
其

ω昔
ω土
庫
に
近
き
よ
り
遂
に
土
庫
古
都
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
な
い
か
。

.
穴

6
 

ケ

Y

プ
フ
ェ

作
は
、
支
那
人
の
貿
易
額
が
限
定
さ
れ
た
後
は
、
彼
等
は
前
か
た
の
や
う
に
其
の
持
波
貨
物
の
代

金
を
銅
貨
や
銀
貨
で
持
緑
へ
る
こ
Z
が
で
き
な
〈
な
り
、
そ
れ
を
翼
に
銅
や
他
の
日
本
の
製
造
品
に
換
え
蹄
へ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

一
片
の
一
分
銀
で
す
ら
も
日
本
か
ら
持
出
す
?
』
ご
が
で
き
な
く
な
っ
た
古
い
っ
て
ゐ

る
。
銅
貨
は
持
出
す
こ
L
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
銅
は
自
由
に
持
出
す
こ
ご
は
で
き
た
の
で
あ
る
。

崎
陽
智
談
に
入
札
市
法
商
貢
蛍
時
の
・
』
ご
を
ゆ
地
ぺ
、

右
入
札
前
出
耳
目
内
猶
瓦
金
銀
事
〈
州
政
平
中
様
に
と
度
々
車
中
訓
臨
被
仰
法
慌
に
付
、
其
趣
を
以
て
誌
・
々
申
付
候
島
司
指
人
共
舗
を
野
み
帳
て
買
調

仮
故
.
年
々
銅
両
多
《
相
地
し
車
り
、
夫
に
雌
じ
金
銀
の
協
同
減
じ
掠
り
候
、
縮
れ
ど
私
銅
に
て
尚
斑
仕
候
a
p
L

申
儀
に
℃
は
輔
之
、
鋭
子
に
て
防
弾

供
上
、
其
銀
に
℃
唐
人
勝
手
衣
副
知
創
を
買
戻
り
候
と
申
筋
に
て
鍋
相
法
候
事

ご
い
っ
て
ゐ
る
。
入
札
市
法
商
頁
嘗
崎
、
阪
に
支
那
人
持
波
貨
物
の
代
償
に
輔
酬
は
れ
た
る
銭
は
、
彼
等
の
銅
買
入

東亜趨沸研究第九披第三航、支那白日目峰かιJ!1記長l時貿易(下)
正ngelbertKaempfer， lbid. vo1. 11， p_ 256. 
崎陽群誠第二、商E盟船底船阿胸陀船商貰車I~ より段々政燕候大略之事
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れ
代
償
E
し
て
少
な
か
ら
す
日
本
に
残
っ
た
ゃ
う
で
ゐ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
が
分
か
っ
て
を
ち
、
随
っ
て

銀
で
な
(
、
銅
で
梯
ふ
こ
さ
に
す
れ
ば
、
支
那
人
も
揃
足
し
、

日
本
に
も
別
に
差
支
へ
が
な
〈
、
貿
易
額
を
制
限

せ
や
'
Z
も
・
た
ご
ひ
制
限
し
て
も
六
千
貫
目
な
ど
、
ひ

E
い
制
限
を
し
な
〈
芭
も
よ
い
古
い
ふ
こ
ご
も
分
か
っ
て

ゐ
た
は
中
で
あ
る
の
に
、
何
故
事
此
に
出
で
や
し
て
、
六
千
貫
目
な
ど
、
い
ム
制
限
ピ
な
っ
た
か
。

崎
陽
昨
談
に
は
ま
た
貿
易
額
限
定
後
、
鍋
代
物
替
及
び
迫
御
定
高
商
寅

ω始
ま
っ
た
時
の
こ
ご
に
闘
し
、

此
内
阿
胸
陀
一
』
一
千
賀
日
針
金
一
れ
高
剛
山
松
り
に
て
、

り
、
赴
は
金
子
b
y
L

刷
践
し
可
申
た
品
な
刊
に
事
究
り
候

{
庖
船
方
御
定
高
六
千
買
目
、
阿
胸
陀
三
千
賀
目
、
銅
代
物
拍
骨
組
高
五
千
見
目
、
迅
脚
定
高
二
千
貰
問
合
せ
て
・
南
大
干
珂
白
山
向
山
且
に
相
究
り
、

相
残
り
候
融
高
一
高
一
一
一
千
周
目
分
x
p
残
銅
に
亡
相
波
幌
秘
り
恒
州
問
陀
方
一
一
一
千

H
H
ω
内
え

も
銅
二
百
五
十
両
斤
綿
貫
龍
樹

正
見
え
、
宮
時
日
本
で
は
銅
じ
て
抑
へ
ば
堂
高
委
千
賀
白
の
貿
易
ま
で
は
許
L
t
も
よ
い
や
う
仁
考
へ
て
ゐ
た
の

で
ゐ
る
か
ら
、
貞
享
二
年
の
砕
同
時
芯
離
も
そ
れ
位
の
こ
芭
は
考
へ
で
も
よ
か
っ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

然
し
嘗
時
の
貿
易
は

才
-
プ

Y

ダ
に
在
り
て
は
金
、
支
那
に
在
b
て
は
銀
ご
い
よ
こ
芭
に
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
、

た
官
ひ
銀
は
一
部
分
或
は
大
部
分
銅
に
換
え
ら
れ
た
ご
し
て
も
、
銀
の
濫
出
を
防
「
た
め
に
は
矢
張
h
貿
易
額
を

制
限
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
ピ
い
ふ
こ
ご
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
o

後
に
比
の
制
限
を
緩
和
L
銅
の
代
物
詩
或
は

這
御
定
高
貿
易
を
許
す
こ
ご
に
な
ら
う
E
は
嘗
時
未
だ
考
へ
及
ば
な
か
っ
た

ωで
あ
ら
う
。

同上

き
う
い
ふ
わ
け
で
、
金
銭
吉
へ
出
き
な
り
れ
ば
必
A
Y
L
も
貿
易
額
を
六
千
貫
目
に
限
定
し
な
り
札
ば
な
ら
ぬ
必

71) 

論

叢

貞
亭
以
後
長
略
的
支
部
貿
易
に
就
い
て

第
二
+
七
巻

λ 

ブL

第
山
川
挽

七



論

第
二
十
七
巻

i¥. 

司長

点
卒
以
後
民
崎
小
町
一
文
那
貿
易
に
就
lv

て

ノ、

u 

第

続

要
は
な
か
っ
た
の
で
め
る
Q

そ
れ
に
支
那
人
ご
し
て
は
折
角
積
渡
つ
柁
貨
物
を
徒
ら
に
積
良
す
よ
り
た
ご
ひ
薄
利

で
も
寅
ら
る
、
ど
け
寅
b
た
V
心
持
あ
る
こ
己
は
、
白
石
の
い
ー
っ
て
ゐ
る
如
(
な
る
べ

f
、
そ
れ
を
無
理
に
抑
へ

つ
り

τ、
定
額
外

ω貿
易
は
一
切
許
古
川
刷
ご
い
へ
ば
、
密
貿
易
の
盆
I
甚
し
〈
な
る
べ
き
は
明
か
で
、
識
者
を
侠

v
r
J山
市
戸
ド
に
西
暦
一
六
九

O
年、

っ
て
後
知
る
べ
き
で
は
な
い
。

一
六
九
一
年
却
も
元
級
三
年
四
年
の
二
年
に

け
で
悶
十
三
人

ω日
本
人
が
密
貿
易
山
燥
で
苑
別
に
彪
さ
れ
た
吉
見
え
て
ゐ
る

ωで
も
明
か
で
ゐ
る
。
銀
を
山
山
吉

な
い
で
、
出

t
t
h成
る
べ
く
少
〈

Lτ
、
密
貿
易
を
防
「
こ
ピ
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
は
幕
府

t
L
τ
此
的
場
合

に
取
る
べ
き
常
然
の
蕗
庇
で
ゐ
っ
た
。

r
 

点
字
三
年
よ
ち
支
那
加
持
波
貨
物
胤
貰
ゆ
泌
が
始
ま
っ
た
こ
さ
は
、
金
井
氏
の
外
閥
商
法
治
議
士
山
に
見
え
て
ゐ

る
が
、
郎
、
も
古
う
い
ふ
世
間
置
の
一
に
外
な
ら
な
か
っ
た
ゃ
う
で
ゐ
品
。
ぞ
れ
は
支
那
人
の
方
よ
り
代
慣
を
掲
げ
て

町
民
上
げ
を
願
は
し
め
、
相
時
前
山
侭
栴
な
れ
ば
貫
入
る
、
方
法
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
こ
ご
に
か
ら
、
随
分
支
那
人
走
路

み
れ
刊
し
た
下
直
で
あ
っ
た
、
三
」
は
怨
像
さ
れ
る
。
随
っ
て
銀
を
出
し
て
も
出
し
方
を
極
端
ま
で
少
な
〈
す
る
こ
ご

を
得
た
の
で
あ
る
。
点
亭
三
年
の
願
資
額
二
百
民
目
、

利
盆
銀
二
百
貨
目
、
同
凶
年
の
願
資
額
銀
四
百
四
十
貫

目
、
利
盆
銀
五
百
十
六
貫
目
、

一
冗
誠
元
年
の
願
資
額
銀
百
貨
目
像
、
利
盆
銀
三
百
貫
目
で
あ
っ
た
己
い
ふ
こ

z
r

か
ら
、
如
何
に
下
直
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
分
か
る
。

t 

Fr. von Siebold， lbid， Bri. II， S. 186. 
長崎叢書本、長崎略史下容四二三，i72) 
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支
那
航
持
渡
残
伶
貨
物
願
資

ω法
は
い
く
ら
か
密
貿
易
を
緩
和
す
る
方
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
貿
易
額
は
俄
h

に
少
な
〈
、

此
の
時
仁
銅
代
物
替
尚
氏
が
始
ま
っ
た
ご

司
ぞ
れ
だ
け
で
は
い
〈
ら
も
殺
力
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

い
ふ
こ

Z
は
常
然
過
ぎ
る
程
で
あ
っ
た
。

『
附
陽
群
談
」
に
・

-Z誠
λ
年
伏
見
出
問
郎
兵
耐
と
巾

Jd
臨
上
供
は
、
出
入
山
川
村
民
り
柿
物
多
く
供
故
抗
日
も
有
之
供
問
、
制
を
川
μ
て
制
高
千
賀
H
分
泌
荷
物
之
代
物

持
に
引
、
共
山
似
を
以
て
御
辿
上
も
相
柚
品
、
長
崎
川
中
え
中
々
冊
分
可
仕
と
巾
土
依
巾
也
、
問
之
泊
四
消
み
、
一
ヶ
年
打
之
祖
代
物
替
四
郎
兵
術
一

手

'C 

訓l
令担
節川 1!)c

f品

A

叩
俄
先
に

正
見
え
、

一
正
時
八
年
乙
亥
年
入
月
三
十
九
日
、
抑
止
宵
刊
の
内

於
長
崎
、
府
船
荷
物
、
阿
凶
陀
荷
物
制
定
銀
帥
九
千
賀
川
之
分
立
首
相
凶
航
、
残
荷
物
制
主
同
代
物
K
任
、
制
高
千
百

H
分
銅
を
以
此
度
被
仰
付

航
、
就
夫
金
千
五
百
嗣
辿
」
可
差
上
回
H
れ
戸
町
人
伏
H
品
川
肥
附
郎
兵
術
相
側
供
問
、
北
祖
可
制
中
付
供

吉
見
え
、
長
崎
虫
限
鋭
に
、

以
t 

元
此
八
年
八
月
、
江
戸
に
お
い
て
ふ

L
h
宇
附
郎
兵
備
に
、
庇
人
お
ら
ん
だ
両
方
止
も
高
千
賀
日
代
物
貰
お
ほ
せ
付
b
れ
、
十
月
八
日
長
さ
き
へ
下

宿
す
、
い
ま
た
秋
川
町
長
さ
き
に
成
り
肘
、
円
止
に
て
向
斑
ナ
、

izir-

-
M
V

斗

ι
r
s
l

内
六
百
六
十
点
百
M
4

偽

右
目
出
人

U
O内
一
一
一
百
三
十
一
一
日
比
三
百
処
偽

有
阿
ら
ん
だ
方

右
千
賀
匁
徳
用
之
内

千
五
百
刷
、
制
誕
よ
.
七
十
民
匁
、
防
人
尚
氏
i
H
、
出

m
一
b
nリ
地
下
へ
誼
す
、
十
五

N
H
Eら
ん
だ
方
、
徳
周
五
分
地
下

ヘ
遣
す
、
合
百
七
十
五
賀
日

論

議

点
写
叫
後
長
崎
山
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ 

t事
，て
貌

丸

郎防昨談第二
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諭

議

E目。

貞
字
以
後
長
崎
町
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
士
巷

λ 

銘
文
現

ご
見
え
て
ゐ
る
o

n
 

ナ
ホ
グ
ド
は
西
暦
一
六
人
九
年
卸
ち
一
苅
謙
二
年
オ
ラ
ン
ダ
人
支
那
人
は
貿
易
額
の
増
額
、
貿
易
保
件
の
緩
和
を

歎
願
し
た
が
望
み
を
建
す
る
ニ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
こ
吉
、
ま
た
西
暦
一
ム
ハ
九
一
年
郎
も
元
職
四
年
に
日
本
人
側

か
ら
も
こ
れ
に
歩
調
を
令
せ
、
長
崎
及
び
堺
の
重
も
な
る
商
人
二
人
は
幕
府
仁
謝
し
て
九
千
賀
目
の
貿
易
額
に
て

は
到
底
日
本
凶
内
の
需
要
を
充
た
す
に
足
ら
な
い
か
ら
、

一
高
六
千
貫
目
に
培
額
せ
ら
れ
た
き
こ
Z
を
請
願
し
た

が、

ιれ
ま
た
目
的
を
漣
す
る
こ
ピ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
ピ
な
ど
を
辿
べ
、
そ
れ
で
も
西
暦
一
六
九
五
年
(
一
冗
誠

人
年
)
十
一
月
・

オ
ラ
ン
ダ
舶
の
出
航
後
に
至
h
，
、
銅
商
寅
を
委
ね
ら
れ
て
ゐ
に
江
戸
的
商
人
伏
見
屋
四
郎
兵
衛

は
、
九
千
賀
白
の
貿
易
定
額
以
外
、
依
分
に
一
千
貰
臼
の
銅
を
外
国
人
に
資
渡
す
こ
ご
を
許
苫
れ
、

少
し
の
増
高

を
認
め
ら
れ
、
定
額
貿
易

ω場
合
に
お
け
る
如
〈
、
共

ω三
分
の
こ
は
支
那
入
、
三
分
の
一
は
ヨ
ン
バ
ニ
ヤ
仁
割

h
充

τι
る
、
.
』
吉
、
な
っ
た
己
記
し
て
ゐ
る
。

^ 

銅
代
物
替
は
元
職
八
年
仁
は
一
千
貫
目
で
あ
っ
た
が
、
翌
九
年
か
ら
五
千
賞
目
仁
増
額
百
れ
、
ヌ
共
の
次
ぎ
の

年
十
年
か
ら
銅
代
物
替
が
伏
見
屋
四
郎
兵
衡
の
手
を
離
れ
て
長
崎
町
年
寄
の
支
配
己
な
る
に
及
び
.
銅
代
物
替
五

千
貫
目
の
外
仁
、
俵
物
詩
色
を
以
て
す
る
こ
千
貫
目
の
代
物
替
が
許
き
る
、
こ
ご
、
な
つ
党
。

m
 

長
崎
血
盟
書
に

Oscar Nachod. Ibid. 55. 408. 409 
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元
時
λ
年
、
伏
見
起
代
物
替
飯
高
千
賀
目
相
油
、
同
九
丙
子
年
、
伏
且
日
朗
代
物
替
輯
高
五
千
耳
目
に
成
、
同
十
丁
丑
年
、
代
物
替
長
崎
支
配
に
成
、

同
年
艦
船
λ
十
般
に
制
定

n
 

z見
え
、
白
石
私
記
に

元
酷
九
年
、
伏
品
M
血
四
郎
品
衛
謹
上
白
銀
一
剤
耐
を
治
b
す
，
へ
け
れ
は
、
鋭
h
守

H
日
目
代
物
替
を
兎
さ

ιん
事
を
諦
ふ
、
共
型
一
冊
目
配
兜
さ
る
、
と

れ
盤
上
主
い
ふ
事
曲
折
な
り

吉
見
え
、
一
元
旅
九
年
か
ら
銃
五
千
民
自

ω代
物
役
所
員
正
な
り
、
共
の
時
は
矢
張
。
伏
見
届

ω手
で
な
さ
れ
た
ゃ
う

で
ゐ
品
。
銅
代
物
替
が
長
崎
町
年
寄
的
支
配
ご
な
っ
た
の
は
元
締
十
年
か
ら
の
叩

2
で
ゐ
4
0
0

ナ
ホ
~
ド
に
、
商

暦
一
六
九
七
年
印
も
一
克
旅
十
年
銅
商
寅

ω特
棋
は
今
度
以
前
人
四
郎
兵
衛
で
な
(
、
却
っ
て
長
附
町
年
寄
(
の
宮
内
ワ

ロ印
5

4

0
白
岩
μmμErM)
に
長
崎
人
民
的
一
両
利
を
代
求
す
る
も
の
正
し
て
譲
奥
手
れ
、
総
計
五
千
賞
目
に
取
観
さ
れ

た
ご
い
γ

っ
て
あ
る
。
的
陽
昨
談
に
は
伏
見
足
が
一
手
に
守
二
年
間
銀
高
千
貫
目
の
銅
代
物
替
を
勤
め
た
る
後
、
長

崎
町
年
寄
共
よ
b
銅
代
物
替
鋭
高
五
千
賀
目
日
げ
を
勤
め

τ残
荷
物
古
代
物
替
を
錯
し
・

そ
の
削
銀
印
も
利
盆
銀
を

御
運
上
に
納
め
・
共
の
内
よ
h
六
百
貨
目
を
地
下
人
に
配
分
し
た
き
こ
古
を
願
ひ

τ許
古
れ
、
毛
れ
よ
り
銅
代
物

替
は
五
千
貫
目
ご
定
っ
た
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
一
苅
誠
九
年
伏
見
屈
の
五
千
賀
目
り
銅
代
物
替
商
貨
を
許
さ
れ
し

こ
古
を
略
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

臨

ナ
ホ
ツ
ド
は
此

ω
五
千
賀
目

ω内
コ
Y

固
士
一
ヤ
に
蹄
し
党
分
以
入
百
貨
白
で
、
共

ω
外
は
支
那
人
に
蹄
L
化、

諭

叢

貞
草
以
後
長
崎
山
支
那
賀
島
に
就
い
て

第
二
+
士
俸

p、

餌
~:.; 

騨

四

向上、困曲刊行合事三百四十八頁
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前

i良

第
二
十
セ
巻

四

員
事
以
後
長
崎
山
支
那
河
易
に
就
P

て

^ 
四

第
六
規

そ
れ
は
四
郎
兵
衛
は
純
物
を
2
y
パ
-
一
ヤ
よ
り
活
か
に
下
直
に
支
那
人
よ
b
手
仁
入
る
、
こ

rrr知
っ
て
ゐ
た
hr

ら

ぜ
も
か
く
般
に
前
年
に
お
い
て
阿
郎
兵
衛
か
ら
表
面
上
で
も
オ
ラ
ン
F
人
よ
り
殆
ん
ど
十
倍
も
多
い
銅
は
支

那
人
に
波
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
ご
い
つ
て
ゐ
る
。

一
克
鵡
十
一
年
迫
御
定
高
二
千
世
H
H
の
代
物
替
向
貨
を
許
苫
れ
し
こ
ど
は
、
同
年
五
月
二
十
二
日
長
崎
奉
行
的
布

法
書
仁

附
船
制
定
じ
ト
般
の
外
に
十
艇
を
服
、
此
銀
出
一
千
四

H
E
山
、
共
は
々
呉
国
民
世
話
色
叫
出
荷
物

E
U、
三
百
貰
自
主
位
五
百
日
目
、
或
は
出
船
E

般
或
は
二
一
般
に
で
も
考
之
、
制
増
せ
申
刊
中

ご
見
え
、
白
石
官
記
に
も
一
元
職
十
一
年
唐
舶
の
額
蚊
に
十
般
に
け
増
加
古
れ
、
八
十
般
ご
な
り
、
級
銀
六
千
民
目

hm 

の
外
二
千
賀
白

ω代
物
替
は
許
苫
れ
た
こ
J

」
が
越
べ
て
ゐ
る
。
長
崎
魔
書
に
「
府
般
人
十
般
に
御
定
」
を
元
総
十
年

の
こ
ど
、
な
せ
る
は
説
り
で
ゐ
る
。
一
冗
旅
十
一
年
の
代
物
替
は
俵
物
詩
色
を
以
て
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
、
崎

陽
群
談
に
長
崎
商
政
方
吟
味
役
高
木
彦
右
衛
門
が
俵
物
諸
色
を
以

τ銀
高
二
千
貰
円
分
の
残
り
荷
物
E
代
物
替
を

な
す
こ
ご
を
前
き
る
れ
ば
、
芙
の
出
録
を
御
運
上
に
納
む
べ
〈
、
叉
此
の
商
賀
高
に
揺
る
唐
人
置
銀
は
長
崎
の
潤

ひ
に
な
る
べ

L
ご
願
ひ
出
で
、
許
さ
れ
、

こ
れ
を
拍
車
御
定
高
ご
開
削
し
た
こ
ど
が
遮
ぺ
て
ゐ
る

ωで
分
か
る
o

但
し

官
時
四
本
に
お
い
て
比
の
二
千
貰
目
込
御
定
高
の
替
物
に
な
る
ぺ
き
俵
物
詩
色
は
な
h
r

っ
た

ωで
、
有
る
だ
け
の

商
寅
を
仰
付
り
ら
る
、
唱
」
ご
、
な

b
、
随
ワ

τ商
寅
高
は
年
々
滅
じ
た
ご
い
ふ
こ
古
で
め
る
が
、
そ
れ
で
も
楠
々

外闘商法泊草志長~~i世;Hこ長附咋史下在四三五百
泊航一一覧告百六十六、闘古刊行合本四百寸頁
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の
手
段
は
講
守
ら
れ
い
、
禁
制
に
反
し
て
銀
子
は
渡
Z
れ
た
己
い
ム
こ
ご
は
崎
陽
群
談
に
見
え
て
を
る
。

一
元
職
十
年
の
銀
高
五
千
民
日
制
代
物
替
商
資
は
、

ナ
ホ
ツ
ド
の
い
っ
て
居
る
や
う
に
、
支
那
に
四
千
二
百
貰

目、

オ
ラ
ン
ダ
に
入
百
武
日
ピ
分
配
3
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
克
蔽
十
一
年
一
り
銀
高
二
千
貫
目
の
遮
仰
定
高
商
貰
は

支
那
人
に
け
の
商
責
E
、

す
る
も
り
で
、

才一プ
y
d
m
に
は
聞
係
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
俵
物
語
色
卸
も
海
産
物
を
以
て

“
 

才一フ
Y

M

M

に
は
稿
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
ゐ
ら
う
。
そ
れ
に
か
ら
ナ
ホ
ロ
ド
は
西
暦
一
六
九
八
年

印
も
元
総
十
一
年
仁
至
り
、
支
那
内
輪
出
額
は
真
に
増
額
さ
れ
た
錦
め
、

こ
れ
ま
で
支
那
人

ω
字
額
を
占
め
て
庖

た
ヨ
ン
パ
一
一
ヤ
の
日
本
貿
易
に
唱
対
す
る
閲
係
は
、

才一プ
Y

グ
人
の
不
利
盆
に
も
貿
易
，
総
額
の
一
一
一
分
の
一
か
ら
四
分

の
一
に
減
少
し
た
ど
い
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
支
那
紬
御
定
高
六
千
回
目
目
‘

オ
ラ
ン
ダ
御
定
高
三
千
貨
同
・
銅
代

物
替
銀
尚
一
主
千
斑
目
、
山
迅
御
定
高
二
千
貫
目
合
ぜ
て
一
高
六
千
貫
目
の
貿
易
総
額
中
、

オ
ラ
ン
ダ
は
ゴ
一
千
八
百
貫

円
で
あ
る
か
ら
殆
ん

E
四
分
の
一
ご
い
っ
て
も
大
差
が
な
い
わ
け
で
あ
る
c

長
崎
判
中
行
書
留
に
見
え
て
ゐ
る
賀
、
水
七
年
の
長
崎
奉
行
久
松
、
別
所
等

ω存
寄
書
付
に
、
御
定
一
両
銀
六
千
貰

目
、
代
物
株
五
千
回
目
、
追
御
定
高
一
一
千
賀
目
、
合
而
一
高
三
千
貫
目
ご
い
つ

τゐ
る
の
は
・
支
那
貿
易
額
が
そ

れ
だ
け
め
っ
た
ご
い
ふ
意
味
で
・

少
し
〈
粗
漏
を
免
れ
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
然
し
前
逃
山
崎
陽
群
談
の
庇
舵
方
御

定
一
向
六
千
賀

H
、
阿
蘭
陀
三
千
民
門
、
銅
代
物
替
銭
高
五
千
貫
目
・
迫
御
定
高
二
千
貫
目
合
て
一
高
六
千
貫
目
的

古
川
貞
に
相
究
h
、
此
内
阿
蘭
陀
=
一
千
貫
目
計
金
五
高
雨
の
積
h
に
て
、
相
残
h
候
銀
高
一
高
三
千
貫
目
分
不
磯
銅

.~"'" 
ijll~ 

議

駐日

点
享
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
に
就
い
て

部
二
十
七
巻

A 

五

第

畳E

時陽群設第三

Oscar Nachod， Ihid， s. 4'4 
通航-~巻百六十二、闘書刊行合本三百四十八1~.f
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諭

議

貞
享
以
後
長
崎
自
主
那
民
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ
一一六

第
六
税

四
回

に

τ相
波
候

τ可
然
ぜ
の
串
に
相
究
、
右
の
鍋
宜
同
凡
積
入
肝
九
十
高
二
千
万
っ
、
一
グ
年
に
相
波
候
積
bJ
に
事
究

h 
1~ 
但
阿
腐
陀
方
ニ
千
官
民
日
出
向
え
も
銅
二
百

E
十
高
斤
偶

買
候
積
り
、
是
は
A
W
子
山
ザ

L
相
並
し
て
雨
・
斜
め
な
り

正
い
ふ
記
事
も
・
同
様
支
那
の
貿
易
額
を
一
前
三
千
貫
目
、

オ

一フ
Y

ダ
の
貿
易
額
を
=
一
千
貫
目
ピ
な
し
て
居
る
や
う
に
見
え
る
か
ら
、
恐
ら
〈
号
れ
は
大
数
を
示
す
積
・
り
で
、

高
二
千
二
百
貨
目
を
一
高
三
千
貰
目
Z
し、

三
千
人
府
貫
目
を
三
千
貫
自
己
し
た
も
の
か
も
知
れ
院
。

丸

一
冗
続
十
二
年
帥
も
西
暦
一
六
九
九
年
迫
御
定
高
二
千
賀
目
の
商
貨
が
許
さ
れ
て
よ
ち
支
那
貿
易
額
仁
劃
し
て
約

八
百
九
十
高
二
千
斤
、

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
額
に
劃
し
て
二
百
五
十
高
斤
の
銅
を
渡
す
こ
ど
、
な
り
、
始
め
て
日
本
に

お
い
て
銅
の
不
足
は
成
ゆ
ら
る
、
-
』
正
、
な
っ
た
ω

割
払
は
元
職
十
二
年
迫
御
定
高
が
銅
代
物
替
で
な
〈
、
俵
物
共

の
他
の
雑
物
替
で
ゐ
っ
た
正
い
ふ
事
其
の
事
JF
、
慨
に
日
本
に
お
い
て
銅
山
り
不
足
が
戚
ム
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
讃
操

で
な
い
か
ご
考
へ
る
。

崎
陽
群
談
や
白
石
私
記
に
、
官
時
八
百
九
十
高
二
千
斤

tν
ふ
銅
を
集
む
る
ニ
芭
は
頗
る
困
難
で
‘

-
」
れ
が
諦

負
者
を
吟
味
し
、
初
め
大
抵
の
銅
吹
屋
帥
醐
諮
問
削
け
一
一
ハ
川
、
を
し
て
廻
銅
(
運
き
を
請
合
は
し
め
し
が
、
到
底
八

百
九
十
高
二
千
斤
に
は
違
せ
す

一
時
前
々
よ
り
支
那
人
オ
一
フ
Y

M

9

人
に
渡
す
た
め
長
崎
に
集
め
た
銅
の
一
内
の
波

し
漉
h
川

r
b
っ
た
の
で
、

一
年
だ
け
は
を
れ
を
加
へ
て
間
に
合
は
し
た
け
れ
ど
も
・
共
の
後
は
年
々
銅
不
足
で
、

一
克
蔽
十
一
年
、
桔
梗
屋
又
八
ご
い
ふ
江
戸
の
商
人
を

L
て
競
合
は
し
め
て
も
猶
真
う
ま
〈
行
か
争
、
元
蔽
十
二
年



桔
梗
屋
蓮
迭
の
こ
ご
を
止
め
、
大
塚
の
銅
吹
屋
及
び
諸
国
の
商
人
を
し
て
随
意
に
運
送
せ
し
U
る
こ
正
、
し
た
時

も
-
一
克
鵡
十
四
年
銀
座
の
も
の
を
し
て
銅
座

ω事
を
粂
ね
し
め
諸
国
よ
り
産
す
る
銅
を
買
ひ
集
め
て
長
崎
に
逗
迭

せ
L
む
こ
芯
に
し
た
時
も
、
一
ヶ
年
に
七
百
高
斤
位
し
か
集
ま
ら
争
、
年
々
に
一
高
三
千
貫
目
白
商
賀
高
が
減

じ
、
又
支
那
人
は
蹄
へ
る
べ
き
期
を
過
し
年
を
泌
す
に
至
っ
た
こ
ご
が
述
べ
て
ゐ
る
。

白
石
松
記
に
は
猶
は

其
事
。
御
抄
汰
有
て
、
銅
誕
迭
す
べ
き
事
な
り
し
銀
座
の
も
の
共
に
仙
偶

L
ぬ
れ
ど
、
諮
問
白
銅
山
よ
り
障
す
る
所
年
々
に
減
じ
て
、
其
慣
騰
"
'
賞

〈
、
其
倒
を
噌
加
ら
る
べ
〈
な
と
巾
事

ιて
事
ゆ
か
す
、
正
徳
元
年
辛
卯
に
歪
て
、
銀
座
山
者
共
銅
四
百
五
十
高
斤
を
謹
遣
す
べ
き
由
を
申
、
共
蛇

足
ら
ぎ
ら
ん
断
を
承
る
ベ

L
と
訟
み
巾
者
有
り
し
か
ば
}
聖
所
在
乱
発
さ
れ
し
に
、
銅
山
倒
世
鵬
り
賞
(
或
て
、
是
も
其
利
を
失
て
事
ゆ
か
ず
、
我

闘
に
て
用
ゆ
，
へ
き
皿
山
口
制
も
用
足
ら

r、
明
れ
ば
二
年
壬
民
山
二
月
に
主
れ
共
、
組
座
由
者
其
謹
廷
す
べ
き
と
申
せ

L
所
。
拙
に
も
且
ら
吉
る
所
、

百
五
十
寓
斤
な
れ
ば
、
同
一
-
一
月
十
七
日
組
座
の
も
の
精
し
め
ら
れ
し
銅
鹿
白
事
を
停
め
ら
れ
、
同
十
九
日
大
胡
院
居
申
も
白
共

κ此
事
を
仰
下
さ
れ

向
、
さ
れ

r去
平
正
徳
元
#
己
卯
諸
醐
銅
山
k
n
リ
注
す
る
所
白
銅
山
ハ
宵
山
十
高
斤
に
描
ず
、
縦
H
V

武
嗣
の
用
百
大
十
前
斤
量
酷

ω件
、
長
崎
へ
迎
誌

ナ
ペ
き
所
百
同
十
両
斤
に
は
過
べ
か
ら
ず
、
是
北
倒
山
崎
り
貴
け
れ
ば
、
嗣
を
向
ふ
者
共
軸

f
世
間
環
践
す
べ
か
ら
ざ
る
放
な
り
と
申
す

ご
い
つ

τ、
銅

ω不
足
、
銅
蓮
暗
証

ω意
ω如
く
な
ら

F
る
こ

t
を
越
ぺ
て
あ
る
。

銅
不
足
の
結
果
‘
商
貰
銭
高
の
減
少
を
来
し
、
地
下
落
銀
の
減
少
、
長
崎
地
下
人
の
困
窮
Z
な
り
、
物
倶
川
勝

長
を
促
が
し
、
支
那
人
前
買
入
れ
元
直
段
の
競
・
り
上
げ
Z
な

b
、
貰
残
h
荷
物
の
増
加
、
密
貿
易

ω
流
行
ご
な
っ

た
。
崎
陽
群
談
仁
、

陪
阿
蘭
陀
方
一
ゲ
年
前
斑
舘
高
一
高
六
千
貰
目
に
候
風
、
右
自
龍
高
に
つ
り
合
候
一
ヶ
年
四
山
鋼
部
之
廻
銅
減
仁
候
に
岨
ひ
、
同
留
保
高
も
年
々
に

城
ヒ
車
り
、
荷
物
賀
町
高
h
v
{
成
車
り
、
夫
故
諸
物
の
伺
次
第
に
高
直
に
成
供
上
諸
色
の
高
直
に
も
ワ
れ
、
唱
に
て
入
札
直
段
せ
り
上
候
て
、
取

論

議

良
事
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

λ 

tコ

節
穴

掛

E司
王



論

設

良
事
以
後
長
崎
白
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

ノ、

八

第
六
腕

3
-
、

酬
』
「
」

F

人
前
元
世
段
年
々
高
庇
に
は
極
成
候
、
一
一
元
凪
段
高
〈
成
品
釈
明
可
桝
ヌ
貰
残
荷
物
も
多

f
布
之
候
て
.
私
向
斑
の
筋
楠

E
盟
行
し
候
、
此
儀
沖

K
τ
按

賀
牡
候
計
に
て
は
無
之
、
長
崎
訓
下
中
よ
り
技
民
し
候
段
迅
て
鶴
岡
嗣
候

ご
見
え
、
白
石
松
書
に
も

長
崎
山
地
下
人
交
易
内
事
行
は
れ
さ
る
か
錨
に
、
飢
餓
の
者
多
く
、
弱
き
も
の
は
か
し
乙
に
向
山
る
出
入
と
泊
し
て
、
品
川
巾
に
於
て
品
販
の
事
あ
り
、

弱
き
者
は
か
し
ζ

を
去
り
て
山
山
船
を
符
て
が
上
に
於
て
私
服
山
事
あ
り

正
述
べ
?
?
。
。

貞
享
元
政
時
代
に
お
い
rt
行
以
れ
わ
い
る
貿
易
額
制
限
、
貿
易
船
敏
の
制
限
は
金
銀
の
外
倒
洗
山
ご
抜
荷
郎
も
締

貿
易
E
を
防
が
ん
正
す
る
目
的
で
あ
っ
た
υ

常
時
銅
の
不
足
は
本
に
戚
皆
ら
れ
な
か
っ
た
り
で
、
銅
の
滅
出
を
防

「
ご
い
ふ
考
へ
は
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
o

然
品
に
ぞ
れ
が
矯
め
に
俄
か
に
銅
の
不
足
は
戚
壱
ら
る
、
こ
ご
、
な

り
、
寝
貿
易
は
却
へ
っ
て
盆
I
盛
ん
ご
な
っ
た
や
う
な
結
果
を
来
し
た
。
金
銭
の
流
出
を
防
「
べ
き
方
法
を
踏
秘

す
る
正
共
に
制
り
流
出
を
防
「
一
」
ご
は
必
要
己
な
っ
た
の
み
な
ら
す
、
密
貿
易
を
一
厨
有
力
に
防
ぐ
べ
き
方
法
を

講
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な

t
な
っ
た
。
こ
の
必
要
に
臆
中
る
た
め
企
て
ら
れ
た
の
は
正
徳
五
年

ω御
新
例
で
め
る
。

貞
享
以
後
に
お
い
て
も
、
元
放
を
経

τ正
徳
五
年
に
至
る
三
十
年
の
時
期
以
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
支
那
の
貿
易
に

よ
h
政
治
上
経
済
上
我
闘
に
見
は
れ
た
る
柿
々
の
利
害
に
針

L
柿
々
の
謝
策
施
設
が
講
守
ら
」
い
た
時
期
で
、
正
徳

五
年
に
至
つ

τそ
れ
が
略
ぼ
整
脱
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
-
度
支
那
の
庚
束
貿
易
J

い
お
い
て
、
康
即
時
代
の

終
b
よ
b
薙
正
時
代
を
経
E
乾
除
ニ
十
五
年
に
至
る
数
十
年
の
時
期
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
、
乾
降
二
十
五
年
の

防
範
外
夷
規
僚
は
正
徳
五
年
の
御
新
例
に
該
常
す
る
も
の
で
あ
る
。


